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1. はじめに 

近年、一重項励起子 1 つから三重項励起子が 2 つ生成される一重項分裂現象 (SF) が注目を集

めている。[1] また、光共振器を用いることで SFの効果が顕著に表れることが報告されている。[2] 

そこで、SF 分子を用いて Whispering Gallery Mode (WGM) 共振器を作製し、その光学特性を調

べた。その結果、共振器材料の光物理特性に雰囲気依存性が現れることを見出した。 

2. 実験 

レーザー分子である TDAFおよび SF分子である DPBFを TDAF / DPBF / TDAFの構造でシリカ

ビーズ上に蒸着し、ボウル型の WGM共振器 (総膜厚 1m以下) [3] を作製した。図 1に TDAF と

DPBF の分子構造を示す。TDAF の HOMO-LUMO ギャップは DPBF のそれよりも大きく、TDAF

から DPBFへのエネルギー移動 (ET) が起こる。このため、TDAFの自然放射増幅光 (ASE) にお

ける励起光強度の閾値は、ET 速度に依存する。 

3. 結果・考察 

大気暴露および窒素封止した試料における ASE 閾値を図 1に示す。ASE閾値は大気暴露の試料

の方が高かった。これは、大気中の酸素が DPBF の三重項励起子を消光するため [4]、TDAF から

の ET が促進されたことに起因すると考えられる。一方で、DPBFの蒸着速度を上げると、この傾

向とは異なる ASE 閾値の雰囲気依存性が得られた。講演ではこの結果について議論する。 
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Fig. 1 Molecular structures of TDAF and DPBF. Difference of ASE 
threshold between under the nitrogen gas and under the atmosphere. 
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